
1

静岡⼤学
１．地域連携の好事例

l 温泉メタンと微⽣物群集を活⽤した分散型エネルギー⽣産システムの社会実装
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有機物→ H2 + CO2 → CH4
水素発生型発酵細菌

＋
水素資化性メタン生成菌

←	7

有機物→ H2 + CO2

水素発生型発酵細菌
＋

水素資化性メタン生成菌 ←L�
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付加体の分布域にある温泉施設の⼤深度
掘削井から⾮⽕⼭性温泉とともに湧出す
るメタンを燃料として電気と熱を⽣産さ
せ、島⽥市が所有する川根温泉に温泉メ
タンガス発電システムを構築した。

l 地⽅電化及び副産物の付加価値化を⽬指した作物残渣
からの⾰新的油脂抽出技術の開発と普及

地球規模課題対応国際科学
技術協⼒プログラムとして、
含油農業残渣から抽出した
油脂で発電を⾏い、タンザ
ニア農村部に電⼒供給する
ことにより再⽣可能エネル
ギーを⽤いる同国の地⽅電
化に貢献し、持続可能な低
炭素社会実現のためのモデ
ル構築を⽬指している。

l 未来社会デザイン機構等を中⼼と
した地域連携活動
令和2年度に設置された未来社会デ
ザイン機構・サステナビリティセ
ンターやグリーン科学技術研究所
を中⼼に、住⺠とともに持続可能
な地域社会づくりに取り組んだり
（松崎町）、SDGsに
関連する講演会・公
開講座やグリーンサ
イエンスカフェを通
じた情報発信を⾏っ
ている。



地域ゼロカーボンを達成するには、地域で活動する企業の参画が必要不可⽋である。少
しでも多くの企業に⼤学と連携した取り組みを⾏ってもらうためには、取り組みむこと
が企業の負担にならないようにする仕組みを地域の中で作り、周知していく必要がある。

地域ゼロカーボンは喫緊の課題であり、今後さらにスピード感を持って取り組む必要が
ある。そのためには、教育（⼈材育成）、イノベーション、国際連携・協調等を通じて
ゼロカーボンに取り組む関係者が当事者意識を共有し、互いの取り組みを有機的に連携
させていく必要がある。

⼤学において⾏われている多様な基礎研究・応⽤研究の成果に基づいて地域連携・協働
を⾏うことが必要である。さらに、地域連携・協働の成果が⼤学における知の集積につ
ながることも望まれる。⼤学における業務が⾶躍的に増える中でこれらを実現するため
には、地域と⼤学両者に精通したコーディネータを含む、サポートの仕組みを構築する
ことが重要である。
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静岡⼤学

２．地域連携における課題

大学における多様な基礎・応用研究の推進と地域連携の両立

地域ゼロカーボン達成に向けた多様な取り組みの有機的連携

ゼロカーボンへの取り組みを動機づける仕組みの構築
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３．その他特徴的な取り組み

静岡⼤学

環境配慮
n 施設の使⽤状況に応じ課
⾦するスペースチャージ制度

n 課⾦からの財源より、 「照
明設備のLED化」「⾼効率
空調への更新」等、省エネ
ルギー化整備

環境広報活動

環境教育

n 「環境報告書」の作成など
新たな環境的な視点から
環境広報活動を展開

n 第 15回､21 回､24 回 の
「環境コミュニケーション⼤
賞(環境報告書部⾨)」に
おいて『環境配慮促進法
特定事業者賞』を受賞

n 環境リーダープログラム
n ⼭岳科学教育プログラム
n 230余りの環境に関する講
義 など

４．地域ゼロカーボンワーキンググループに期待すること、幹事機関・事務局へのリクエスト

５．地域ゼロカーボンワーキンググループへの意気込み・積極的な⼀⾔

地域ゼロカーボンの実現に向け、⼤学が地（知）の拠点として地域と協働し成果をあげられるよう、先
⾏事例や種々の課題を共有・議論し、さらなる連携・協働が⽣まれる場となることを期待。

本WGでの議論・情報をもとに、地域のステークホルダーと協働してゼロカーボンに取り組んでいきたい。

☆LED照明化や空調設備更新による３年間の成果

温室効果ガス
▲125.2 t･CO2

省コスト効果
による費⽤
▲4.7百万円

照明設備
LED化実績

⾼効率空調の
更新実績

2019年 2,242台 46台

2020年 475台 13台

2021年 857台 77台


